
25 水 卒園式

３ 月保育料引き落と し日
希望保育(お弁当保育）

月30

２ 月保育料
２ ･３ 月諸経費引き落と し日

地域公開

27 金

28 土 希望保育(お弁当保育）

閉園式

29 日

お別れ会

誕生会　

18 水

17 火

2 月

＜3月行事予定＞

31 火 希望保育(お弁当保育）19 木 身体計測

避難訓練

16 月

       

 

 

さくら組(３歳児)  

☆ねらい  

・一人一人の成長を認め、新生活へ向けて自信や期待をもちながら安心して

過ごせるようにする。 

・異年齢児との関わりを通して、思いやりや憧れの気持ちをもち、一緒に遊

ぶ楽しさを味わう。 

・身近な自然の変化を感じながら伸び伸びと体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

☆子どもの姿   

 暖かな日差しに春を感じる季節となりました。子どもたちは戸外で元気いっ

ぱい体を動かして遊んでいます。 

子どもたちの最近のブームは、保育者の名前を呼んで返事をしようとすると

「何でもないで～す(笑)」と言ったり「先生の今日の服は黒と白のシマシマで泥

棒さんみたいやから先生を捕まえろ～！」と言って追いかけたりと保育者との

関わりを喜んで遊ぶことです。鬼ごっこで捕まると「先生は捕まったからここに

来て」と子どもたちが決めた場所に連れて行かれるのですが、保育者がそれを嫌

がり隙を見て逃げようとしていると「先生こっちにジュースとお菓子あるから

おいで～！」と誘い出そうとしたり鬼が見ていない間に「先生今のうちに逃げて」

と助けに来てくれたりと、たくさんのやり取りがあり子どもたちの発想に面白

さや驚きを感じています。 

室内では「ワミーを長く繋げるとどうなるかな？」という好奇心から皆でワミ

ーを１本の紐になるように繋げて遊びました。プール前の廊下をぐるっと１周・

さくら組からゆり組まで届く長さになり「ワミー・ワミー・ワミーの探検隊！」

と掛け声に合わせて歩き、大喜びする姿が見られました。引き続き子どもたちの

気付きや発見に共感し、遊びに取り入れて楽しめるようにしていきたいと思い

ます。また、ゆり組の部屋に行って遊ぶことも喜んでいるので、色々なクラスの

友達と遊ぶ機会も設けて関わりを楽しめるようにしたいです。 

子どもたちとの会話の中で「タコ公園の横に新しいこども園できてるで」と新

生活への期待を膨らませ、１つお兄ちゃん・お姉ちゃんになることを楽しみにす

る様子が伝わってきています。１人１人の気持ちを受け止めながら、残り少ない

南保育園での生活を楽しみ、たくさん思い出を作って過ごせるようにしたいと

思います。 

園庭に咲く花を集めたり「虫さんいるかな？」と気にしたりする様子も見られ

るので、お天気の良い日には散歩に出掛けて春さがしを楽しみたいです。 

 

きく組（４歳児)  

☆ねらい         

・一人一人の成長を認め、自信をもって活動に取り組めるようにする。 

・進級することへの期待感や喜びを感じる。 

・友達と一緒に楽しみながら、様々な活動に意欲的に取り組もうとする。 

☆子どもの姿         

 春を待ちわびていたかのように、戸外遊びやお散歩をいつも以上に楽しんで

いる子どもたち。今年度も残りわずかとなりました。残りの日々も散歩へ行った

り色々なクラスの友達とたくさん遊んだりしておもいっきり楽しみたいと思い

ます。 

先日の生活発表会ではあたたかいご声援ありがとうございました。友達と一

緒に表現することを楽しんだりなりきって遊ぶ楽しさを味わったりすることが

できました。「お家の人来る？」「今日、見に来てくれるんやろ？」と毎日お家の

人がいつ見に来てくれるのかを楽しみにしていました。「頑張ったね！って言っ

てもらった！」と褒めてもらったことを嬉しそうに話していました。お家の人か

らたくさん褒めてもらってことは一人一人の自信につながったことと思います。

緊張もあったと思いますが、友達と目を合わせながら普段通り楽しむ姿に成長

を感じ、嬉しく思います。一人ひとりの成長を認め、伝えていき、自分の成長を

喜びながら過ごせるように関わっていきたいと思います。 

また、少しずつ次のこども園や進級に向けての話をしている中で、進級を意識

する姿があります。次は年長児になるという喜びや期待感を感じられるように

関わり、一番大きなお兄さんお姉さんになることを意識し、さまざまな活動に意

欲的に取りくめるようにしていきたいと思います。 

生活発表会などきく組での一年間の経験を思い出したり成長を感じたりしな

がら、南保育園での最後の生活を楽しんでいってほしいと思います。また、友達

と一緒にたくさん遊び、お別れ会や卒園式、閉園式など様々な行事や活動に意欲

的に取り組み、自信をもって過ごして欲しいと思います。 

 

ゆり組（５歳児） 

☆ねらい 

・就学への期待や不安を受け止めながら、安定した生活を送れるようにする。 

・友達と一緒に過ごし、関わりを深めながら遊ぶ。 

☆子どもの姿   

ゆりぐみで過ごす日も残り一ヶ月。一年間あっという間でしたね。残りの時間を、

みんなで楽しく過ごしていきたいと思います。 

 先日行われた保育園生活最後の生活発表会。どんな劇をするのかの話し合い

から始まり、ストーリーやセリフなど、子どもたちと話し合ってみんなで作り上

げました。なりきって演じることがとても楽しかったようで、いつも劇の練習の

時は賑やかでした。自分たちで作った小道具や衣装を毎回とても嬉しそうに身

につけていた子どもたち。回数を重ねるごとに友達のセリフや動きを覚え、忘れ

ていたり間違っていたりすると教え合いながら進めていくことができました。

当日は緊張する姿も見られましたが、最後まで楽しむ姿を見て子どもたちの成

長を嬉しく感じました。 

 2月初めには、小学校の体験入学に行きました。5 年生のお兄ちゃんお姉ちゃ

んとじゃんけん列車などのゲーム遊びをし、その事がとても楽しかったようで、

ゆり組ではしばらくじゃんけん列車が流行りました。子どもたち同士で誘い合

い、数人から始めたじゃんけん列車。「いーれーてー」といって参加する友達が

増え、いつの間にかほとんどの子たちが参加していました。仲良しだなーと、見

ていて微笑ましかったです。小学校の絵本を何冊か読んでいると、「教室にはい

った！」「座ってお話も聞いたなー」と、体験入学のことを思い出す子もいまし

た。いろいろな教室があることや、いろいろな勉強があること、友達がいっぱい

増えることなど、小学校への様々な興味や期待感もたくさんありますが、「ラン

ドセル重たいんかなー」「おうちからちょっと遠いねんなー」など、不安そうな

声もありました。子どもたちの様々な思いを受け止めながら、小学校へ向けて安

心した気持ちで生活していけるようにしていきたいと思っています。 

 ゆり組だけでなく、たんぽぽ組やばら組のちいさな友達とも遊ぶ時間を作る

ようになりました。朝の用意が終わると「赤ちゃんのところいってくる！」と嬉

しそうに向かう子どもたち。部屋の様子をそっとのぞくと、姿勢を低くして顔を

のぞき込み、優しく話しかけながら積み木をつんであげたり、手をつなぎながら

そっと背中を支えゆっくりと歩いてあげたりと、とても優しい姿が見られまし

た。さくら組の友達もゆり組に遊びに来てくれて一緒になりきりながらままご

と遊びを楽しんでいました。きく組さんが「ピーターパンかーしーてー」と部屋

に来て、ピーターパンの衣装を借りて嬉しそうに遊んでいる様子を、ニコニコし

ながら見ていたゆり組さんでした。保育園にはたくさんの友達がいます。みんな

で一緒に遊ぶ楽しさを感じながら過ごしていきたいと思います。 

小学校に向けて子どもたちも様々な思いをもつかと思います。ご家庭でもた

くさんお話をする時間をつくっていただき、安心して入学できる環境をつくっ

ていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ご 連 絡》 

☆３月分の保育園諸費の引き落とし日は、２月分と一緒に２日(月)になります。

保育会決算報告の都合がありますので、  よろしくお願いします。（保育料

引き落とし日は３０日(月)です。）                               

☆１９日(木)に、作品とお道具箱を持って帰ります。 

☆２５日(水)の卒園式は、卒園児の保護者のみ出席していただきます。詳細は

先日お知らせしたとおりです。在園児は通常保育を行います。   

 ☆２８日(土)３０日(月)３１日（火）の三日間を希望保育とさせていただいてい

ます。ご協力いただきありがとうございます。未定で出されている方は分かり

次第、ご連絡いただけますようよろしくお願いします。この三日間は給食室も

閉まっているため、お弁当、おやつ、水筒を持って登園してください。 

☆令和７年度の保育事業･決算報告は、配信にて報告させていただきます。尚、

ゆり組の保護者の方には卒園式終了後、行います。 

 

 

 

                                 

３ 月 ほいくだより 

広陵町立広陵南保育園 

 

令和７年度  

  

役員様方はじめ保護者の皆様方には、一年間ご協力いただきまし

てありがとうございました。 本園は 3月末をもって閉園となります。 

長きにわたり、多大なるご支援を賜り、心より感謝申し上げます。 


